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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（熊本県立湧心館高等）学校（全日制）令和２年度（２０２０年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

（１）確かな学力を育成し、自己実現を図る態度を育む。 

（２）道徳性と豊かな情操を育む。 

（３）心身の健康を自己管理する態度を養う。 

 

２ 本年度の重点目標 
【確かな学力・自己実現を図る態度の育成】 
（１）主体的・対話的で深い学びの中で、思考力、判断力、表現力を育む。 

（２）基礎・基本を定着させ、一人ひとりに応じた教科学習指導を行う。 

（３）望ましい勤労観・職業観を育成し、一人ひとりに応じた進路指導を行う。 
【道徳心と豊かな情操】 
（１）自分の大切さとともに他の人の大切さを認める態度を育む。 
（２）規範意識を身に付け、善悪を判断し、自ら律する力を育む。 
（３）我が国の伝統と文化を尊重する態度とグローバルな視点を育む。 
【心身の健康の自己管理】 
（１）正しい食習慣と生活習慣を身に付けさせる。 
（２）運動に親しむ態度を育み、体力を向上させる。 
（３）危険を予測回避する力を向上させる。 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

三課程 
（全定通
）運営と
学校経営
の整合性
を図る 
 
 

本校のｽｸｰﾙｱｲﾃﾞ
ﾝﾃｨﾃｨが三課程
で共有化されて
いるか。課程間
の情報交換が、
継続的に図られ
ているか。より
良く改善が進め
られているか。 
 

教務・進路・
生徒指導部の
情報の共有化
および連携の
強化を図る。
三課程での研
修を年に２回
開催。 

・三課程教頭
間で定期的に
情報交換する。
・３課程で研
修を企画する。 
 

 
 
 
Ｂ 

 
 
 

（成果） 
・校内行事につい
ては、他課程と競
合なく、実施でき
た。 
 
（課題） 
・コロナ禍であり
会議を行う際も、
３密に注意するた
め大きな会議室が
必要であり、会場
確保に苦労した。 

適応指導
の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学年及び関係す
る分掌部が連携
して具体的な取
組が進められて
いるか。 
 

新入生への年
間を通した適
応指導の充 
実。１年生の
転学・転籍・
退学者数割合
１２％以内。 
 

・ソーシャル
スキルトレー
ニング（SST）の
実施 
・生徒理解研
修の充実 
・学年や各分
掌部が問題行
動のある生徒
や不登校生徒
に対して、担任
だけに任せず、
組織を上げて
対応する。 

 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・SSTを年４回実施
した。活動に積極
的に参加する姿が
見られた。 
・学年会で課題を
抱えた生徒の情報
共有を行い、対応
について話し合う
ことができた。 
・長欠の生徒を担
任まかせにせず、
学年で協力して対
応できた。 
・１２月現在、７
％程度の生徒異動
であり、生徒指導
において「認め・
褒め・励まし・伸
ばす」教育が実践
されている。 
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（課題） 
・対人関係に課題
をもつ生徒のグル
ープ活動の状況を
把握し改善策を講
じる必要がある。 
・３学年になって
も進路変更する生
徒が５名出た。 
 

働き方改
革の推進 

・勤務時間内に
仕事を終わらせ
ようとする意識
を持っている 
か。 
・優先しなけれ
ばならない仕事
と時間をかけて
よい仕事を整理
して業務に当た
っているか。 
・会議の削減に
努め無駄を省 
き、所要時間の
短縮に努めてい
るか。 
・課題を一人で
抱え込まず学年
や管理職に相談
しているか。 
 

・全職員の１
か月の在校等
時間の総時間
から条例等で
定められた勤
務時間の総時
間を減じた時
間が、４５時
間を超えな 
い。 
・全職員の１
年間の在校等
時間の総時間
から条例等で
定められた勤
務時間の総時
間を減じた時
間が、３６０
時間を超えな
い。 

・職員は勤
務時間に仕事
を終わらせる
ことを意識し
て業務を行う。 
・仕事の優先
順位を付け、計
画的に業務に
当たる。 
・会議は必要
に応じ開催し
時間をかけな
いことを意識
する。 
・一人で問題
に対処せず、学
年、管理職が支
援し組織とし
て対応する。 

 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・全職員が年間360
時間を超えないよ
う早く帰宅するな
ど、休める時は休
む傾向が強く見ら
れるようになっ  
た。 
・運営委員会の実
施回数を減らすと
ともに、学年会の
開催を２週間に１
回とした。生徒の
情報共有もできて
おり、回数削減に
よる支障はでてい
ない。また各分掌
部からある程度方
向性を持った提案
がなされ、スムー
ズな会議が実施さ
れた。 
 
（課題） 
・調査書の様式が
変更になり、書く
分量が増え、進路
指導部及び３年担
任の仕事量が増え
た。また県教育委
員会が、ＩＣＴ教
育日本一を掲げて
いることもあり、
ＩＣＴ担当者の人
員増、担任副担任
の業務配分など、
次年度は職員の仕
事量の配分を検討
する必要がある。 

 
学力  
向上 
 

主体的・
対話的で
深い学び
の中での
思考力・
判断力・
表現力の
育成 
 
 
 
 

・生涯にわたっ
て探究を深める
未来の創り手を
育てる授業とな
っているか。 
・各教科・科目
等の特質に応じ
た見方・考え方
を働かせなが 
ら、知識を相互
に関連付けてよ
り深く理解した

・アクティブ
・ラーニング
型授業を実践
している職員
の割合が９０
％以上。 
・その他のも
生徒の思考  
力、判断力、
表現力を伸ば
す活動を取り
入れた授業の

・公開授業・研
究授業を実施
する。近隣中学
校からもアド
バイスをいた
だく。 
・大学入学共
通テスト対策
を意識し、定期
考査に思考力・
判断力・表現力
を試す問題を

 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・「学びのＵＤ」
を取り入れたこと
もあり、教師指導
型の授業から生徒
の思考力・判断力
・表現力を伸ばす
活動を取り入れた
授業変革が見られ
る。 
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り、情報を精査
して考えを形成
したり、問題を
見出して解決策
を考えたり思い
や考えをもとに
創造することに
向かう過程を重
視した授業とな
っているか。 
 

実施率が９０
％以上。 
 

入れる。 
 

（課題） 
・公開授業及び研
究授業を実施した
が、例年より校内
職員の参加が少な
かった。 
・コロナ感染防止
のため、外部へ公
開授業の案内がで
きなかった。 

「学びの

ユニバー

サルデザ

イン」の

構築 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多様化する生徒
のニーズに応じ
た授業改善がで
きているか 

ユニバーサル
デザインの視
点を取り入れ
た授業の実施
率８０％以  
上。 

・学習の環境
の整備を始め
とする基礎的
環境整備の充
実を図る。 
・県立教育セ
ンター指導主
事等のアドバ
イスを踏まえ、
ユニバーサル
デザインの視
点を取り入れ
た授業を実践
する。 
・基礎学力及
び学習習慣の
定着。 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（成果） 
各教員が「学びの
ＵＤ」の研修と実
践を通して、プロ
ジェクター等を活
用するなどして、
生徒にとって分か
りやすく、ために
なる授業にしよう
と努力している。
特に授業開始時の
「目標と流れの提
示」や視覚情報の
提示はスタンダー
ド化できた。 
 
（課題） 
６月と１２月にア
ンケートを実施し
たが、生徒の回答
に大きな変化は見
られなかった。生
徒の意欲を高め、
理解を促す授業研
究を次年度以降も
引き続き行う必要
がある。 
 

 「通級に
よ る 指 
導」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小中学校等から
の学びの連続性
の確保と多様な
学びの場が整備
されているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「通級による
指導」の授業
（自立活動）
を受けて良か
ったと回答し
た生徒が８０
％以上。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「通級による
指導」開始時点
での生徒のニ
ーズを把握。 
・１年間の長
期目標ととも
に、当面の短期
目標を定め、指
導のねらいの
明確化。 
・教職員全員
が「通級による
指導」を理解 
し、支援し、他
教科の授業に
おいてもその
指導方法を活
用する。 
 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（成果） 
・受講者２人の授
業アンケートで「
授業を受けて良か
った」と２人とも
回答した。 
・公開授業週間に
伴い、研究授業を
実施した。 
 
 
（課題） 
・今年度の受講生
徒は３人（３年２
人、２年１人）、
うち１人が年度途
中で進路変更。 
・職員研修を実施
することができな
かった。次年度は
何らかの形で実施
したい。 
 



4 

 

 
単位制の
特徴を生
かした教
育課程の
検討 
 

学校の教育目標
を踏まえたカリ
キュラム・マネ
ジメントを推進
しているか。 
 
 
 
 
 
 

授 業 を 精 選 
し、新旧のカ
リキュラムの
授業をどのよ
うに開講して
いくか、「教育
課程検討委員
会」を月１回
開催する。 
 
 
 

・教科等の目
標や内容の見
直しを行い、言
語能力、情報活
用能力、問題発
見・解決能力等
の育成を図る。 
・教育内容や
教育活動の質
の向上を検討
する。 
 

 
 
Ｂ 

（成果） 
・教育課程検討委
員会を20回以上実
施した。 
 
（課題） 
・本校入学者減に
よる職員の２名削
減に伴い、生徒の
カリキュラムの選
択の幅が狭くなっ
ている。（普通科
の生徒が商業科目
を受講できないな
ど。）今後更なる
入学者減による職
員減が続けば、本
校の特徴を生かし
た教育課程が組め
なくなる恐れがあ
る。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育の推
進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多様化する社会
構造を踏まえ、
社会的・職業的
自立に向けた能
力・態度が育成
されているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

進路講話・職
場見学・進学
ガイダンス・
ボランティア
活 動 を 通 し 
て、具体的イ
メージ（職業
観）を持った
生徒が８０％
以上。 
 
 
 
 
 
 
 

・外部機関が
主催する事業
や地域・保護者
及び産官学と
の連携をはか
り、校内の取組
を連動させて
実 施 す る 。 
・キャリアパ
スポート記入
を通してＰＤ
ＣＡサイクル
の確立を図る。 

 
 
Ｂ 

 
 

（成果） 
・中小企業の社長
によるオンライン
面接指導等を行う
ことができた。 
・外部機関と連携
を図り、実施できな
かった行事の代替
行事を実施できた。
大半がオンライン
での実施だったが、
大部分の生徒が「職
業に対する理解が
深まった」と評価し
た。 
 
（課題） 
・コロナ禍で当初
の計画通り進まず
十分な指導が行え
なかった。 
・職員、生徒にキャ
リア・パスポートの
大きな流れは伝わ
ったと思われるが、
今後さらに改良が
必要である。 
 

インターンシ
ッ プ を 通 し 
て、働くこと
の意味や意義
を考え、将来
の進路目標を
定めた生徒が 
８０％以上。 
 
 
 
 

職業講話等の
事前指導、事業
所との事前の
打合せや、礼状
の送付等を含
め、活動の全体
で大きな学び
が得られるよ
うにする。 
 
 

 
 
 
Ｃ 

（成果） 
・インターンシッ
プの代替として、
職業講話を実施し
た。事前に質問事
項を考え職業に対
する意識を高め臨
むことができた。 
 
（課題） 
・インターンシッ
プが実施できず、
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 今後生徒の職業観
を高める活動内容
を充実していく必
要がある。 
 

働くことの意
義を理解する
とともに自身
の将来像を現
実的にイメー
ジし、行動に
移す生徒が 
８０％以上。 
 
 

進路・就職 ガ
イダンスへの
積極的な参加
を通して、望ま
しい職業観を
形成し、進路実
現につながる
積極的かつ具
体的な学習に
取り組ませる。 
 

 
 
 
Ｃ 

（成果） 
・ガイダンスや講
話をとおして働く
意義等、今後の進
路実現につながる
示唆をいただくこ
とができた。 
 
（課題） 
・直接働く体験の
機会が少なく、生
徒が進路実現に向
けて具体的な行動
に移すまでには至
っていない。 
・コロナ禍でオー
プンキャンパス等
が中止になり、オ
ンラインで行える
ものはできるだけ
行ったが、生徒が
合格のための対策
（筆記試験・面接
）を積極的にでき
なかった。 
 

進路目標
の達成 
 
 

個に応じた進路
指導の推進が進
路目標の達成に
つながっている
か。 
 
 
 

進路希望調査
・適性検査な
どを通して進
路目標を設定
した生徒が 
６０％以上 
 
 
 
 
 
 
 
 

・二者面談、三
者面談、進路部
面談等を計画
的に実施する
とともに、各種
調査結果など
を活用して、生
徒の自己理解
に 生 か す 。 
・ポートフォ
リオ記入を通
して、日頃から
自らの活動を
振り返る習慣
を付けさせる。 
 

 
 
 
 
 
Ｂ 

 
 

（成果） 
・３学年部・進路
部の個に応じた丁
寧な進路指導で、
多くの生徒にとっ
て、後悔の無い進
路選択になってい
る。 
・自分自身を振り
返る時間を例年よ
り多く取ることが
できた。 
・二者面談・進路
希望調査等で生徒
や保護者の考えを
知ることができ  
た。ポートフォリ
オの記入も定期的
に行うことがで  
き、生徒も活動を
振り返る機会とな
った。 
 
（課題） 
・生徒自身が自分
自身を振り返る習
慣付けが必要であ
る。 
・得られたデータ
をもとに、生徒の
能力を活かせるよ
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う、検討会を設け
る必要がある。生
徒の活動場面の設
定を意識して業務
に当たる必要があ
る。 
 

基礎的な学力の
向上を図るとと
もに、進路情報
の提供と進路別
学習機会の充実
に努め、生徒の
進路選択の幅を
広げられている
か。 
 
 

学校評価生徒
アンケート 
で、学校が進
学や就職に関
する情報や資
料を提供して
くれていると
回答した生徒
が８０％以  
上。 
 
 

 

・「高校生のた
めの学びの基
礎診断」を利活
用することで、
個に応じた学
習指導や進路
指導を行う。 
・学びなおし
教材を１年生
の授業で活用
する。 
・模試、進路の
しおり、進路情
報誌、進路ガイ
ダンスなどの
活用を勧める。 
・ＩＣＴを活
用した情報収
集や学習、情報
の受発信がで
きるようにす
る。 
・キャリア別
終礼・進路検討
会等を定着さ
せる。 
・入試制度改
革に伴う職員
研修を充実さ
せる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・「学びの基礎診
断」を全学年で実
施し、診断結果の
利活用の仕方につ
いて職員研修を行
うことができた。 
・学校説明会やオ
ープンキャンパス
ＷＥＢ面接対策講
座等、徐々にＩＣ
Ｔを活用した諸活
動に取り組む生徒
が増えた。 
・キャリア別終礼
は役割分担を行い
４回実施すること
ができた。 
・進路検討会を適
切なタイミングで
実施し、３学年・
進路部で共通理解
をした上で進路指
導にあたることが
できた。 
・新調査書に関す
る職員研修を実施
して変更点等を全
職員で確認するこ
とができた。また
今年度の取り組み
状況から考えられ
る問題点を挙げ、
次年度以降の作成
方針を決めた。 
 
（課題） 
・模擬試験の受験
者が少なかった。
・生徒や保護者に
向け、基礎診断等
を活用した適切な
アドバイスができ
ていない。 
・基礎学力が不足
する特性のある生
徒の学力向上を図
る効果的な方策を
検討する。 
・受験後の復習プ
リント、添削指導
の機会を設け、ス
テップアップに繋
がる指導が必要で
ある。次年度スム
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ーズに実施できる
よう過去の資料等
を保管しておく必
要がある。 

 
生徒  
指導 
 

基本的生
活習慣の
確立（特
に時間を
守 る 取 
組） 
 
 

生徒が健全に社
会に適応できる
生活をしている
か。 
 
 
 
 

・整容検査で
合格する生徒
が９０％以上 
・遅刻数が年
間月平均１５
人以下。 
 
 

・整容検査を
事前に周知し、
自ら身だしな
みを整える力
を付ける。    

 
 
 

 
 
 
Ｂ 

 
 
 

（成果） 
・整容検査で合格
する生徒は90%を大
きく上回ることが
できた。 
 
（課題） 
・違反を繰り返す
生徒にどう指導す
るかが課題。 
・遅刻数が月平均 
15人以下は達成で
きていない。生活
習慣だけの問題で
はなく特性の問題
もあり、特定の生
徒の遅刻がなかな
か直らない。 
 
 

理性的態
度と道徳
的実践力
の育成 
 

規範意識の高揚
、友愛・連帯の
精神を養おうと
しているか。 
 
 

・生徒総会を
年 間 １ 回 開 
催。委員会活
動を年間２回
以上開催 
 
 

・生徒総会を
実施し生徒の
自主性を伸ば
す。 
・委員会活動
を２回以上実
施することで
委員会活動の
活発化を図る。 
 

 
 
 
 
 
 
Ａ 

 

（成果） 
・総会に向けて、
また、総会後、ク
ラス内で問題点等
ついて話し合うこ
とができた。 
・生徒総会を実施
し、各クラスから
の意見に丁寧に回
答した。 
・保健委員などは
特に活発に活動し
た。 
 
（課題） 
・あまり活動がな
い委員会をどのよ
うに活性化させる
かが課題。 
 

自他を尊
重し、互
いに協力
する態度
や遵法精
神の育成 
 

 

生徒同士が互い
を尊重し、協調
しながら生活す
ることができて
いるか。 
 
 
 
 
 

特別指導を繰
り返す生徒の
数を昨年度よ
り 減 少 さ せ 
る。 

・特別指導を
繰り返さない
ように、継続し
て指導を行う。 

・SSW や SC と

連携を図る。 

 
 
 
Ｂ 

(成果) 
・特別指導の件数
も繰り返す生徒数
も減少した。 
・特別指導を受け
た生徒に全員ＳＳ
Ｗ、ＳＣ面談を受
けさせ、ほとんど
の生徒が受けて良
かったと答えてい
る。 
・他者の気持ちに
配慮するのが苦手
な生徒や、自分の
状況を客観的に見
ることが苦手な生
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徒へ個別指導をす
ることで、昨年度
よりは不適切な書
き込みの深刻度や
頻度を減らすこと
ができている。 
 
（課題） 
・１年生の問題行
動が目立った。２
年、３年生は落ち
着いている。 
・問題行動を起こ
す生徒の影響で、
転校する生徒がい
る。 
・ＳＮＳへの不適
切な書き込みを０
にすることができ
ていない。 
 

交通安全
意識の確
立、交通
法規の理
解と交通
マナーの
向上 
 

交通事故・違反
が減少したか。
無施錠自転車が
減少したか 
 
 

昨年度の交通
事故発生件数
からの減少と
二重ロック 
100％達成。 

・交通安全教

育講話の実施

と、交通委員会

の活動の充実

を図る。 

・二重ロック

及び無許可自

転車指導を徹

底する。 

 

 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・クラスによって
は二重ロック100％
を達成した。ステ
ッカー貼付100％も
達成した。 
・交通安全教室を
２回実施し、交通
安全について考え
ることができた。 
 
（課題） 
・昨年に比べやや
事故数は減少傾向
にあり、二重ロッ
クは改善傾向が見
られるものの、今
年の交通事故数は
９件と依然事故が
多発しており、目
標達成のレベルま
でには至っていな
い。 
 

人権教
育の推
進 

研修の充
実と職員
の人権意
識の高揚 
 
 
 
 
 

教育の根幹に人
権尊重を捉え、
すべての教育活
動において人権
教育の推進がで
きているか。 
 
 
 

教職員が人権
尊重の理念を
理解し、全て
の教育活動に
おいて推進で
きるよう、一
人１回の校外
研修を受講す
る。 
 

計画的な研修

による学び合

いを通して、人

権意識の高揚

を図り、人権尊

重の理念につ

いての認識を

深めるととも

に実践的な指

導力を育む。 

 
 
 
Ｃ 

（成果） 
・校内研修は、先
生方の協力により
意見交流を通じて
人権意識の高揚が
図れた。 
 
（課題） 
・校外研修は中止
や延期のため、目
標であった一人１
回の参加ができな
かった。 
 

人権の重
要課題の
学習 

人権課題を自分
の問題として考
える学習になっ

人権教育 LHR

を企画する

・学年の担当
者と推進委員
を中心に、全職

 
 
 

（成果） 
・計画的に人権教
育LHRを実施でき 
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ているか。 
 
 

「校内人権教

育推進委員

会」を毎月最

低１回は開催

し、これまで

の積み上げに

留意しつつ改

善を進め、生

徒の主体性を

育む。 

 

員が組織的に
取り組める指
導 案 の 作 成 
・意見交流を
通して主体的
に学びを深め
るLHRの実施。 

 
 

 
 
Ｂ 

た。生徒の理解も
９割を達成した。 
 
（課題） 
・人権教育推進委
員会は毎月１回は
開催できなかっ  
た。 

命を大切
にする心
を育む指
導 
 
 

人権尊重の精神
に立った学校づ
くりが推進され
ているか。 
すべての教育活
動の中で、「命
を大切にする心
を育む指導」の
視点に立った教
育実践がなされ
ているか。 

 

すべての授業
の中で命を大
切にする心を
育むテーマの
授業を
年に１回取り入れ 
る。 

・生徒が多様
な学びの中で
自他の特性を
自覚し主体的
に学習に取り
組める授業の
工夫・改善を行
う。（生徒理解
研修） 
・共感的人間
関係を育成す
る支援の推進（
面談・家庭訪問
） 

 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・年度当初、各学
年、各部、各教科
で協力して年間計
画を作成し、実践
できた。 
・職員の協力によ
り生徒理解研修や
面談を実施でき  
た。 
・全校生徒で人権
作品応募に取り組
めた。 
 
（課題） 
・自転車へのいた
ずらやＳＮＳでの
他人への暴言等が
あり、他人への思
いやりに欠ける行
動が見られた。 

いじめ
の防止
等 

いじめ防
止対策委
員会を核
とした職
員間の連
携 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学級・学年・各
分掌部などにお
ける連携が成さ
れているか。 
小さないじめを
見逃さない初期
対応ができてい
るか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・いじめ解決
100％を目指
す。 
・初期対応を
速やかに行う
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・いじめ問題
への対応マニ
ュアルの職員
への周知を図
り、全職員で共
通理解と防止
に取り組む。 
・いじめ防止L
HRを実施する。 
・心のアンケ
ート実施後、ま
たは、いじめが
疑われる事案
を耳にしたら、
速やかに担任
は生徒への聞
き取りを行う。 

 
 

 
 
 
 
 
 
Ｃ 
 

（成果） 
・生徒が教師に相
談しやすい学校の
雰囲気もあり、職
員が生徒からの情
報に速やかに対応
し、大きな問題に
発展することがな
かった。 
・定期的なＳＳＴ
実施もいじめ防止
に繋がった。 
 
（課題） 
・普段の言葉遣い
にも気を付けさせ
る必要がある。 
・周囲の生徒の暴
言や学習環境の悪
さを苦に、進路変
更をする生徒もお
り、他人を思いや
る心の育成が必要
である。 
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心身の
健康 

望ましい
生活習慣
の定着化
を図る。 
 

自分の生活習慣
に関心を持ち、
行動変容への意
欲を高められた
か。 
 

自分の生活習
慣に関心を持
ち、改善して
いこうとする
生徒が８０％
以上。 
 
 

保健だよりを
毎月作成し、望
ましい生活習
慣について啓
発を行う。 

 
 

 
 
 
Ｂ 

（成果） 
・感染症予防も含
めた生活習慣変容
について保健だよ
りと健康プリズム
を発行し啓発を行
った。 
・マスクはほとん
どの生徒が着用す
るようになった。 
 
（課題） 
・一部の生徒に生
活習慣が定着でき
ず、不登校や遅刻
を繰り返す生徒が
いる。 
 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

熊本地震
を教訓と
して、災
害時の地
域との連
携体制の
構築や防
災教育の
充実 
 
 

学校運営協議会
を通して、関係
機関と連携しな
がら、防災体制
の整備が進むと
ともに防災教育
の充実が図られ
ているか。 
 

・スモール訓
練を３回、避
難訓練を１回
実施。 
・熊本シェイ
クアウト訓練
を１回実施 
・ぼうさい通
信の毎月の発
行 

・学校運営協
議会を開催し、
各委員に御意
見を伺いなが
ら、地域防災や
防災教育につ
いての取組を
充実させる。 
・避難訓練の
実施や「ぼうさ
い通信」の発行
により、生徒の
防災意識を高
める。 

 
 
 
Ａ 

 

（成果） 
・コロナの影響で
スモール訓練を実
施できなかったが
シェイクアウト・
訓練や安否確認訓
練を代わりとして
実施した。 
 
（課題） 
・三課程防災訓練
において、初期対
応の改善を指摘さ
れた。 

開かれた
学校作り 
 

広報活動を効果
的に実施してい
るか。 

ホームページ

の速やかな更

新。 

・体験入学や
中学校説明会、
中学校訪問を
充実する。 
・湧水（学年広
報誌）を二ヶ月
に一回配付す
る。 
・学校ＨＰを
速やかに更新
する。 
・安心メール
を活用する。 

 
 
 
 
Ａ 
 

 
 

（成果） 
・今年度はホーム
ページの速やかな
更新ができた。 
・湧水を発送し、
学校の行事・生徒
の様子などを保護
者に紹介した。 
・学年の安心メー
ルを毎週送信して
おり、学年の取組
を生徒や保護者に
周知できている。 
 
（課題） 
・保護者が郵送物
を確認されない場
合がある。安心メ
ール等で湧水発送
の件について配信
する。 

地域社会に学校
をPRしているか
。地域に貢献し
ようとする生徒
の態度が育って
いるか｡ 
 

昨年度に比

べ、ボランテ

ィア活動への

参加の増加。 

校内や地域の

ボランティア

活動に意欲的

に参加する。 

 
 
Ａ 

 

（成果） 
・ボランティア部
がくま川鉄道復興
募金活動及びチュ
ーリップの球根植
えを行った。 
・多くの生徒が人
吉等への被災地で
行われたボランテ



11 

 

ィア活動に参加し
た。 
 
（課題） 
コロナの影響によ
り地元の祭り等が
中止となり、ボラ
ンティアへの参加
機会が減った。 

 

４ 学校関係者評価 
〇退学者を１０％以内に抑えてもらいたい。生徒が自然と学校に足が向くような雰囲気作り

をお願いしたい。 
〇少子化の影響により生徒減となっている。本校の存在意義を確認し、宣伝も必要である。 
〇ある高校では座禅をさせ野球部が１位となった。精神面を高めれば、今よりも成果が出る

のではないか。 
〇働き方改革において、職員の健康が一番である。職員からの相談を受け、職員の悩みを解

消してもらいたい。 

 

５ 総合評価 
〇本校情報処理科では資格を取れるので、就職の際に有利となることを宣伝したらどうか。 
〇本校は「学びのユニバーサルデザイン」の研究成果が出ている。学校評価アンケートで「

授業中に先生方から褒めてもらえるか」との質問があり、素晴らしい。自己判断力や自立
心を育ててもらいたい。 

〇高校生の自殺が前年度比２倍に増えている。いじめを早期に発見し解決すべきで、いじめ
によりうつの症状が出れば手遅れである。授業中でも、生徒の様子を観察し、元気のない
生徒への声かけをお願いしたい。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
〇生徒理解研修を行うなどして、生徒の特性を理解し、退学者の減少につなげたい。 
〇学校前の掲示板で、本校の成果をアピールしたい。 
〇働き方改革において、長時間勤務している職員の負担軽減のため、校務分掌の見直し、業

務量の軽減など、見直しを進めたい。 
〇いじめ対策において、生徒の表面的な面だけを捉えるだけでなく、保護者との連携を深め

家庭の様子なども把握し、早期の対応を心がけたい。 
 

 
 
 
 
 


